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　　　　　　夢の中へ
宮沢賢治の＜異空間〉への行き方
宮廻和男
　さがしものは何ですかと問われれば，さがしにくいものです，と答えるしか
ない。賢治が，心の中に現れた幻想を書き留めてまとめた〈心象スケッチ〉を，
ぼくらが追体験することは不可能だ。しかし，賢治の〈心象スケッチ〉を読め
ば，ぼくらは新しい，しかもそれぞれの読者なりの〈心象スケッチ〉を描きだ
すことになる。それこそ〈鮒enta1sketch獅odified〉を。おそらく，そこに賢治
童話の魅力があるのだろう。ぼくらは読むたびに，新しい〈心象〉を脳裏にス
ケッチしていく。
　賢治の手法のみごとさは，幻想世界の描き方にもみられる。そのような世界
は存在しないとわかっていながら，読み進めていくうちに，知らず知らず幻想
世界が〈現実化〉している。
　このような幻想世界は，賢治の宗教観を具現化したものかもしれないし，賢
治の理想仏土が描かれているのかもしれない。しかし，すべてを〈法華経〉と
いう公式に当てはめて解を求めるのはどうであろうか。また，出現した幻想世
界だけに着目するのもどうであろうか。たとえば，旅行をするときに，目的地
のことばかりではなく，旅行先への行き方も考えなければならない。とすると，
ぼくらは＜幻想四次元〉への行き方も考える値打ちがありそうだ。時刻表片手
に行き先を考えて旅の計画を練るように，賢治の作晶を読みながら〈幻想四次
元〉への〈移動〉を考えてみよう。それから，流れ行く先も見てみよう。求道
的精神の中をさがしてみたのに，西欧文学の中をさがしてみたのに，法華経の
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中をさがしてみたのにみつからない，それでもまだまださがす気でいれば，何
か見つかるかもしれない。
　行き先は〈幻想四次元〉やく心象世界〉であったりする。そこで，出発地で
あり，主人公たちがふだん生活している空間，つまり日常的空間を〈現空間〉
とし，到着地はすべて〈異空間〉と表現することにしたい。また，ぼくらは
JRやANAを使って移動するのではないから，ここでいう〈移動〉は広義に解
することにする。〈現空聞〉と〈異空間〉が別々に存在して，歩いて移動でき
ることもある。あるいは同じ場所にいて幻想世界が突出してくる場合，主人公
は行為としての移動はしていないが，やはり〈移動〉と表現する。
　ただし，ここでいう〈異空間〉は，宗教性を重視しないで，〈非日常〉的事
件／出来事が起こる〈空間〉を広く指して考えてみたい。でも，ぼくらの切符
はジョバンニの切符とは違って，〈不完全な幻想第四次〉をどこまでも行ける
切符ではないだろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　賢治の初期作晶，とくに『イーハトブ童話　注文の多い料理店』に関する先
行研究は多いが，池上雄三が興味深い聞題を論じている（池上1977）。池上は
この作品申に表出する〈世界〉を三つに分類する。池上の論の要点は，
　①童話の〈世界〉を構成するのは，賢治と軍の二要素で，それぞれが一つ
　　の世界を持つ。
　②a　「どんぐりと山猫」型。賢治の世界と霊界は感覚的に隣り合っている。
　　　幻想世界が，現実世界の中に組み込まれており，ア：光によって，イ：
　　　夢によって幻想が導かれる。
　　b　「狼森と旅森，盗森」型。賢治の世界と霊の世界の共存。
　　C　「水仙月の四日」型。賢治の世界は霊的世界と一致する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（池上1977：53－54）
　③こうした「イーハトブの創造とは賢治が万物に真の福祉をもたらさんと
　　する仏の実在に目覚め楽しまんとする行為であり，その享受者には無邪気
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　　に遊ぶ心を望むものである…こうした賢治の文学のあり方は，彼の法華経
　　信仰から発しており，遠心的であったわけである」　（池上！977：57－58）
　このような形で賢治作晶の〈世界〉を読み取り，〈心象スケッチ〉の源泉を
賢治の心理的体験の記録として，その意義を問うたことは重要である。賢治作
品の〈世界〉を，単なる＜ファンタジー〉で片付けることなく，〈作者内世界〉
と関連させて検討する上では大変示唆に富む論考であろう。
　しかし，ここでは池上の論を参考にしながら，もう少し〈世界〉，つまり賢
治作品に表出する＜異空間〉について検討してみたい。
　『イーハトブ童話』は，深層的レベルでは口承文芸としての昔話にほぼ一致
するような構造をもっている。表層的レベルでも，かなり昔話的要素を含んで
いる。たとえば，本稿で問題にする〈空間〉もそのひとつであり，ふたつの異
なる〈空問〉の存在と，一方から他方への移動，その際に光や音，夢などが指
標になっている点が指摘できる。さらに，〈一瞬のうちの移動〉は，実に昔話
的である。あるいは，〈異空間〉が〈現空間〉に突出しているような〈空間〉
の〈移動〉もみられる。
　そこで，この『童話』にはどのような空間があるか，それぞれの主人公がど
のような〈空間〉を移動しているかを考えてみたい。
　aギどんぐりと山猫」
　　　かねた一郎は〈現空間〉一〈異空間〉一〈現空間〉と移動する。〈光〉
　　を指標として，瞬時の移動が行われる。
　b「狼森と釈森，盗森」
　　　森を〈異空間〉とすれば，〈現空間〉一〈異空間〉一〈現空間〉の移動
　　があるが，移動の際に指標はなく，空間の断絶もない。
　C「注文の多い料理店」
　　　レストランが〈異空間〉であり，〈現空間〉一〈異空問〉一〈現空問〉
　　の移動がある。移動の際に風が吹く。
　d「鳥の北斗七星」
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　空間移動はないが，〈異空間〉の出来事が申心にある。
e「水仙月の四日」
　　ひとりの子供に視点を置けば，〈現空間〉一〈異空間〉一〈現空間〉の
パターンであるが，子供は雪童子の言葉が聞こえないので，〈空間〉には
断絶がある。
f「山男の四月」
　　〈異空間〉一〈現空間〉一〈異空間〉の移動（山男にしてみれば〈現空
間〉一〈異空間〉一〈現空間〉となる）がある。最初は瞬時のうちに移動
　し，とくに指標はない。次は〈夢〉から覚めることで移動している。
d，e，至は，空間移動よりも，〈異空間〉が〈現空聞〉内に突出しており，
主人公が〈異空聞〉の人物である。この三点がまとめて配置されているの
　も興味深い。
g「かしはばやしの夜」
　　〈現空聞〉一〈異空間〉一＜現空間〉の移牽カ。移動に指標はない。
h「月夜のでんしんばしら」
　　〈現空間〉一〈異空間〉一〈現空間〉の移動。光が移動の指標であり，
やはり瞬時の移動がある。
i「鹿踊りのはじまり」
　　〈現空間〉一〈異空間〉一〈現空問〉の移動。嘉十はもとの場所に戻っ
てきただけだが，鹿のことばが理解できることから〈異空聞〉に移動と考
える。
　g，h，1は同一の場所ないしは身近な場所に〈異空聞〉が存在している。
aに比べれば，＜空間〉はすぐそばにある。その点ではbに近いが，一回
のみの〈異空間〉への移動ではaに近い。Cは，実は〈異空問〉（山奥）
の申にさらに〈異空間〉（レストラン）が出現していて，先の〈異空聞〉
は主人公にとっては身近な場所ではない。その点で差がある。細かい点で
はg，h，iの移動の仕方はa，b，cとは違うといえよう。
　　その他，いくつかの初期作品でも同様の移動がみられる。
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j「雪渡り」
　　四郎とかん子が歌を歌っていると，小狐紺三郎が現れる。四郎とかん子
　は自由に狐の住む＜空間〉に移動する。
k「さるのこしかけ」
　　櫓夫の前に，猿たちが「ひょっこり」現れる。家の裏の栗の木の申は種
　山ヶ原に通じている。山男に助けられて，気がつくと（つまり瞬時に）家
　の前にいる。
1「よく利く薬とえらい薬」
　　清夫は〈異空間〉といえる森に自由に出入りしている。
㎜「とっこべとら子」
　　いわゆる〈世聞話〉に属する作晶であるが，創作といえども，かなり伝
承に忠実であるように思われる。〈非日常〉的存在，つまり〈異空聞〉の
　ものであるとっこべとら子は自由に〈現空間〉に出現している。
　多少の差異はあるが，これらの作品の〈空間〉の形態，〈空間〉の移動の共
通点は，
　①ふたつの空間の存在
　②〈異空間〉の身近な存在
　③瞬時の移動
が考えられる。このような特徴は，先に指摘したように昔話にも顕著に見られ
る特徴である。例えば，「聴耳草紙」23番『樵夫の殿様』の冒頭は㌧
　　　　　　　　　　　とと　　あるところにきこりの父があった。春の天気のいい臼に，山に木伐りに行ってひな
　　たぼっこをしながら斧を磨いでいた。そうして磨ぎあげて，さあこれから木でも伐
　　ンベえと思って，洞へ行って木を伐りながらかたわらを見ると巨木の陰に見慣れぬ
　　穴があった。父はハテ不思議だと思って，その穴へはいって見ると中は案外楽々と
　　歩けた。どこまでもどこまでも行って見ると，よほど来たなと思うころ，ひよツと
　　明るいところへ出た。そこは大変広い野原であった。
この話は，後半はきこりの父の化物退治言軍になっている。また，「山男の四月」
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や「さるのこしかけ」の結末で見られる＜夢〉から覚めて＜現空問〉に移動す
る例も昔話にある。やはり「聴耳草紙」から，26番『夢見息子』の結末を引用
しよう
　　　（天狗を退治して竜宮のお姫さまと結婚し，いよいよ母を迎えに出掛ける）
　　息子はいい気になって，お姫さまと話をしていると，いきなり駕籠の中へ．手を入
　　れて，、魯、子の頭をピシャンピシャンと撲叩く者があった。一自、子は魂消て，誰だ，竜
　宮の若殿様を叩く者は誰だと真赤になって力むと，この餓鬼が何を寝言ぬかして屠
　　れヤ，早く起きて飯でも食らヘジャ，お汁も何もみんな冷たくなるでアと怒鳴る声
　　を，よく聞くと母親の声であった。母親は布団をはいで息子の頭を叩いていた。こ
　　の話は夢であった。
こうしてみると，賢治の初期作品では昔話あるいは世間話が素材になっている
ことは肯定できるであろう。「聴耳草紙」の発行は昭和六年であるから，賢治
が初期作品執筆にあたって参考にできたはずはない。
　むしろここで注意すべきは，賢治がこのような伝承世界の申に生きていたこ
とである。賢治が〈宗教者〉であったことは事実だが，このような〈空聞〉の
表出が，即座に法華経信仰の結果であるとするのは間題がある。この時期に賢
治が〈法華文学ノ創作〉を高知尾師の奨めによって志したことも事実であろう
が，創作の基盤には聴き耳をたてて聞いた伝承世界の＜昔コ〉が，無意識のう
ちに響いていたのではないだろうか。
　賢治は〈宗教者〉であったが，〈土地の者〉でもあった。その信心深さは言
うまでもないが，同じ様に迷信家でもあったらしい。賢治にとっては，伝承世
界は戦裸するような世界であったかもしれない。このような〈信心深さ〉と＜迷
信深さ〉が相乗効果をなし，賢治は自由に〈心象世界〉（あるいは〈不完全な
第四次元〉かもしれないが）に出入りできたのではないか。板谷栄城は，賢治
の「心象表現能力」が創作活動と結びついていたのは，十代の後半から二十代
の後半にかけての十年聞であったと指摘する（板谷1990：97）。そして，1922
年頃までは心象の明るい時期であったという（板谷1990：184）。
　ここで検討したような＜異空問〉の身近な存在，瞬時の移動とは，賢治のく心
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象〉活動が活発な時期の作品への表出であろう。この初期作品が創作されたこ
ろ，賢治はかなり自由に〈心象〉世界にはいりこむことができたと考えられる。
日常にあっても〈異空間〉は賢治の身近にあり，瞬時のうちに幻想世界へ，つ
まり〈異空間〉へ移動できた時期には，作品内の空問移動は賢治の〈喪神状態〉
をそのまま表わしているといえよう。心象世界の〈語り手〉宮沢賢治にと一って
は，「天の空聞が私の感覚のすぐ隣りに居る」ような時期であった。
（注）夢から覚めるという話の結末は，芥川龍之介『杜子春』にも見られる。
この作品は「赤い鳥」大正9年7月号に発表されている。また，賢治が＜童話〉
を創作し始める大正時代は，＜口演童話〉が盛んな時期でもあった。この〈口
演童話〉を賢治が聞いたかどうかはわからないが，同時期の活動として注意を
払ってみる必要はあろう。
　また初期作品の昔話との関連では，「よく利く薬とえらい薬」はく隣の爺〉
型に，「鹿踊りのはじまり」は＜瘤取り爺〉に類似している。「注文の多い料理
店Jが「隠れ里」を連想させる点はすでに指摘されている。すべての初期作品
に昔語のモチーフが見られるわけではないが，いずれ稿を改めて検討してみた
い。
　もちろん，このような〈異空間〉が賢治の体内で増幅する理由のひとつに〈仏
教〉的世界観が影響していることを否定することはできない。本稿では，賢治
の言葉を手がかりにすることに重きを置きたいので，仏教とのかかわりは触れ
ない。
　このような創作の根底には，小学校時代の担任八木英三の童話の読み聞かせ．
も大きく影響しているだろう。文学作品を自分なりに消化して〈昔言舌〉として
語る語り手はしばしば報告されている。その意味では賢治もよき〈語り手〉で
あった。また，文語詩にも登場する盛岡中学時代の英語教員，青柳亮もやや興
味深い人物と思える。彼は明治40年に松江中学卒業（第27期），明治43年に東
京外国語学校英語科を卒業してすぐ盛岡中学に赴任している。わずか1年しか
盛岡にはいなかったようだが，さて賢治にどのような話しをしたことか。校本
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の年譜によれば松江市北堀の生まれという。松江中学のあった「赤山」のそば
で，城山，宍道湖も近い。また，小泉八雲の旧居近くでもある。おそらく彼は
八雲のことを知っていただろうし，八雲と同僚だった教師あるいは八雲の教え
子に習った可能性もなくはない。八雲が描いた〈神国〉松江の雰囲気をよく理
解していたと思う。〈心象〉世界を開花させつつあった賢治に八雲の話しなど
したであろうか。超白然的感覚にすぐれた賢治の良き理解者ではなかったかと
思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　2
　初期作品のすべてに＜異空聞〉が表出しているわけではない。しかし，その
表出の頻度はかなり多い。それに比べて，中期から後期にかけての作品では，
〈異空間〉の表出はかなり減じているように思われる。また，空間の移動も，
初期に比べると異なる傾向をもつ。ここで，いくつかの作品を検討してみたい。
　a「銀河鉄道の夜」
　　　〈現空間〉（三次空間）一＜異空間〉（不完全な幻想第四次）一〈現空間〉
　　（三次空問）の移動は〈入眠〉一〈覚醒〉という形で行われる。初期作品
　　申にも，〈異空問〉の出来事は〈夢〉の申の出来事であったという話はあ
　　るが，それは語の結末に〈覚醒〉が利用されているにすぎない。ここでは
　　＜入眠〉に注意する必要がある。
　b「なめとこ山の熊」
　　　「銀河鉄道の夜」のような明確な〈異空閻〉の表出や空間の移動はみら
　　れない。しかし，「熊のことばだってわかるやうな気がした」小十郎が，
　　実際に熊のことばを理解する場面では〈異空間〉へ移動していると考えら
　　れる。そして，熊の言葉を解するとき，つまり〈異空聞〉への移動は，
　　なんべんも谷へ降りてまた登り直して犬もへとへとにつかれ小十郎も口を横にま
　　げて一自、をしながら…
　歩いていたときであり，熊に襲われたのは，
　　　と思ふと小十郎はがあんと頭が鳴ってまはりがいちめんまっ青になった
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ときである。この〈異空間〉への移動は，瞬時の移動というよりは，〈入睡〉
に近い状態での移動である。幻想をつくりだすような状態に置かれている
ときに，＜異空間〉への移動が可能となっている。
C「セロ弾きのゴーシュ」
　　町はづれの川ばたにあるこわれた水車小屋に住むゴーシュは，夜毎の動
物の訪問者たちと自由に会話する。日常空間に〈異空間〉が突出している
　といえる。この＜異空間〉への移動は，
　夜中もとうにすぎてしまひはもうじぶんが弾いてゐるのかもわからないやうに
なって顔もまっ赤になり眼もまるで血走ってとても物凄い顔つきになりいまにも倒
れるかと思ふやうに見えました。そのとき誰かうしろの戸をとんとんと叩くものが
ありました。
　と，同じ様に〈入眠〉状態のときである。それからあとは，「それから，やっ
とせいせいしたといふやうにぐっすりねむりました。」ゴーシュは〈入眠〉
状態から解き離されて，〈睡眠〉に入る。ここで，〈現空聞〉に戻ってきて
いるわけである。
d「インドラの網」
　　〈現空聞〉（ツェラ高原）一〈異空間〉（天の空間）一〈現空聞〉（ツェ
　ラ高原）。空間移動しうる状態は，
そのとき私はひどく疲れてゐてたしか風と草穂との底に倒れてゐたのだと思ひま
す。
そ’して，インドラの網，風の太鼓，蒼孔雀をみたあとで，
　却って私は草穂と風の中に自く倒れてゐる私のかたちをぼんやりと思ひ出しまし
た。
　　やはりく入眠〉状態から〈異空間〉へ入ることになり，〈覚醒〉状態で〈現
空聞〉へ移動している。
e「櫓ノ木大学士の野宿」
　　檜ノ木大学士がラクシャン兄弟の会話を聞き，鉱物の会話を聞いたのは
　〈入眠〉状態である。「野宿第三夜」では，大学士はすぐにとろとろする。
一31一
そして，雷竜に食われそうになる。しかし，それは〈夢〉の中の〈異空間〉
での出来事であった。
　大学士はカーンと鳴った。
　もう喰はれたのだ，いやさめたのだ。
　眼がさめたのだ，…
　　このようにして〈現空間〉一〈異空間〉一〈現空問〉と移動している。
　　いくつか不完全であるが，〈入眠〉状態で〈異空間〉への移動が見られ
　る作品がある。〈移動〉にあたっては〈入眠〉状態があるが，〈現空聞〉へ
の移動がなかったり，．〈覚醒〉状態での移動ではない場合である。
f「茨海小学校」
　　農学校の教師が茨海小学校に行くのは，お昼のころでお腹がすいている
　ときであるとされている。一種の〈入眠〉状態と思える。また，小学校へ
行くまでには，
　何べんもばらがかきねのやうになった所を抜けたり，すすきが栽ゑ込みのやうに
　見える間を通ったりして，’私は歩きつづけましたが，野原はやっぱり今まで通り，
　小流れなどはなかったのです。もう仕方ない，この辺でパンを食べてしまはうと
　立ちどまったとき，私はずうっと向ふの方で，ベルを鳴る音を聞きました。
　　そして，何度か狐の子供たちが作ったわなに足をとられて倒れるうちに
小学校に辿り着く。
　　完全な＜入眠〉状態になかったのだから，〈現空間〉へは〈覚醒〉状態
　に入って帰るのではない。
　私は走って走って，茨海の野原のいつも行くあたりまで出ました。それからやっ
　と落ち着いて，ゆっくり歩いてうちへ帰ったのです。
　　〈異空間〉は歩いて行ける所にあった。しかし，それは身近な場所にあ
　るのではない。初期作品に見られるような〈瞬時の移動〉はもはや行われ
　ていない。
一g「月夜のけだもの」
　　初期形では動物たちの集団夢を設定していたのに，最終形ではくわたく
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　　し〉が＜入眠〉状態になって夢の中へ入ることになる。
　　わたくしは獅子の橿のところに戻って来て前のベンチにこしかけました。
　　するとそこらがぼうっとけむりのやうになてわたくしもそのけむりだか月のあか
　　りだかわからなくなってしまひました。
　　いつのまにか獅子が立派な黒いフロックコートを着て，肩を張って立って…
　　この作品の初稿執筆は大正10年ころと推定されているようで，5回の手入
　れがある。この〈入眠〉状態が他の作品の〈入眠〉状態と同質のものであ
　れば，最終形の時期も本節で検討している作品と同じ頃だろう。
　　以上の作品のほかに，やや特種な〈異空問〉への移動がある。
　h「ひかりの素足」
　　　一郎が雪の中に倒れ，霊界を夢みる。〈異空間〉への移動は〈入眠〉に
　　より，〈覚醒〉して〈現空間〉へ移動してくる。ただし，この移動の背後
　　に〈死〉が存在している以上，「銀河鉄道の夜」のジョバンニの〈入眠〉
　　移動とは異なることになろう。しかし，〈空間〉の移動を通して主人公が
　　精神的に成長する姿は，「銀河鉄道の夜」や「セロ弾きのゴーシュ」に通
　　じるところがあるように思える。
　i「タネリはたしかにいちいち噛んでゐたやうだった」
　　　タネリは母親の言い付けを破ったために，恐ろしい思いをする。しかし，
　　タネリは〈異空間〉を垣間見ただけであって，完全な移動は行っていない。
　　〈現空間〉一〈境界〉一〈現空問〉という形になる。
　以上の作品に共通する点は，まず〈入眠〉状態になって〈異空間〉へ移動す
ることである。「ひょっこり」と〈異空間〉からの訪問者が現れたり，断絶な
く〈異空間〉が存在したりはしていない。〈異空間〉は，まさに〈夢〉の中に
現れてくる。しかし，移動といっても，初期作品に見られる，く異空間〉へ主
人公が〈訪ねて〉いくような移動ではない。かねた一郎は山猫を訪ねて〈異空
間〉へ移動する。ジョバンニは銀河鉄道に乗るために，自ら〈不完全な幻想四
次〉＝〈異空間〉に移動したのではない。
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　初期作晶の特色として，
①ふたつの空間の存在
②〈異空間〉の身近な存在
③瞬時の移動
の三点を掲げた。本節でとりあげた作品について指摘するなら，
①ふたつの空間の存在
②＜異空間〉と＜現空間〉の隔絶
③＜入眠〉など，移動手段の必要性
があろう。
　さて，本節で取り上げた作品の推定執筆時期をみると（佐藤1980），
　a「銀河鉄道の夜」一第四稿は昭和6頃の手入れがある
　b「なめとこ山の熊」一昭和2年頃
　c「セロ弾きのゴーシュ」一昭和6～8年
　d「インドラの網」一草稿は大正12年頃
　e「檜ノ木大学士の野宿」二大正12年頃
　f「茨海小学校」一大正12年頃
　g「月夜のけだもの」一初稿は大正10年頃だが，5回の手入れがある
　h「ひかりの素足」一大正10年頃か
　i「タネリはたしかにいちいち噛んでゐたやうだった」一大正13年頃
　ここで扱った作品のほとんどが大正末期から昭和初期にかけて書かれたもの
である。大正11年の愛妹トシの死，その後『注文の多い料理店』，『春と修羅』
の発行など，さまざまな出来事を経て，精神的に大きく成長した時期に一致す
ると考えられる。おそらく，以前に比べると幻想も簡単には出現せず，心象も
以前よりは色槌せていたのではないだろうか。そのような状況が，作品にも現
れた。すでに〈異空問〉は身近なものではなく，簡単に移動できるような場所
ではなかった。〈異空間〉を呼び出すために，賢治は〈入眠〉状態になる必要
があったのであろう。ジョバンニも天気輪の柱のそばで，風のさそいとともに，
即座に〈異空聞〉へ移動することはできなかった。自由に＜異空間〉を心象表
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現化できたころとちがって，このころの〈異空間〉を賢治は意図的にしか呼び
出すことができなかったのではないだろうか。それゆえに，賢治にとっての〈異
空間〉は，もはや〈不完全な幻想第四次〉でしかありえなかった。
（注）賢治は大読書家であったというが，どのような本を読んだのであろづか。
化学書や仏教書などについてはいろいろ紹介されているが，賢治は「童話の書
き方」の類いの本を読んだのであろうか。大正期には，童話雑誌ばかりではな
く，いろいろな童話の書き方のハウツーものや童話の研究書が出版されている。
たとえば，大正5年の「お話の研究」で著者の水田光は，すぐれた〈お話〉の
もつべき条件として，
　A適度の活動性
　B適度の情緒の動き
　C適度の空想的要素
　D絵画的印象
　E適度の変化性
　F適度の反復性
の6点をあげている。この6点は賢治童話のほぼ全体に渡ってみられる。それ
は，賢治がこの本を参考にしたということではない。しかし，先に指摘した〈口
演童話〉も含めて，大正期の〈童話〉周辺をもう一度検討してみる必要がある。
〈少年文学〉に関する書籍もいくらか出ている。
　ここでは扱わなかったが，「種山ヶ原」にも注意されたい。
　　せいの高い草を分けて，どんどん牛が走りました。達二はどこ迄も夢中で追ひか、
　　けました。’そのうちに，足が何だか硬張って来て，自分で走ってゐるのかどうか判
　　らなくなってしまひました。それからまはりがまっ蒼になって，ぐるぐる廻り，た
　　うとう達二は，深い草の中に倒れてしまひました。
ここで，達二は〈異空間〉に移動したと考えられる。この移動の仕方は，一種
の〈入眠〉状態といえる。ところが，しばらくすると，
　　　そして，黒い路が俄に消えてしまひました。あたりがほんのしばらくしいんとな
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　　りました。それから非常に強い風が吹いて来ました。
　　空が旗のやうにぱたぱた光って翻へり，火花がパチパチパチッと燃えました。
　　達二はいつか，草に倒れてゐました。
　　そんなことはみんなぼんやりしたもやの中の出来事のやうでした。牛が逃げたな
　　んて，やはり夢だかなんだかわかりませんでした。風だって一体吹いてゐたのでせ
　　うか。
そのあと，達二はみんなとたそがれの県道を歩いている。種山剣舞連の舞。ま
た，月が消えると学校の中にいる。次に風が吹くと，山男との対決。そして，
　　急にまっ暗になって，雷が烈しく鳴り出し　ました。そして達二は又眼を開きま
　　した。
達二は夢を見ていた。ここで，〈覚醒〉して＜現空間〉に移動してきている。
だが，この作品は夢の連続で話が構成され，他の作品で〈異空間〉の移動が1
空間に限られているのとは明らかに異質である。この夢の連続は，賢治の心象
表現の強い時期が描き出されたものではないだろうか。「種山ヶ原」は，〈入眠〉
状態による〈異空間〉への移動の先駆的なフォームになっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
　賢治が〈異空間〉を描き出した作品では，その移動の方法に変化が現れてい
る。賢治の手法が洗練されてきたことや，彼の精神的な成長などもその理由の
ひとつであろう。また，宗教者として，科学者としての賢治の在り方も理由と
して指摘できるだろう。しかし，賢治の作品はさまざまな知識の複合体であり，
どの理由が〈異空間〉への移動方法の変化に影響を与えているかは即刻に判断
しがたい。もし，宗教観が強い影響を与えているなら，登場人物たちは，法華
経を唱えて〈異空閻〉に移動してもよかっただろう。科学が強く影響するなら，
タイムマシンのような機械を空想したかもしれない。賢治が23歳頃から30歳に
なるまでに，大半の童話が書かれている。この短い期間に手法が落ち着いてき
たことは認められるだろう。だが，賢治は最後まで〈異空間〉を描き出してい
る。ということは，この〈異空間〉移動の変化は，手法以外にも要因があると
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考えてみてもよさそうだ。
　「春と修羅」の序文に，
　　　これらは二十二か月の
　　過去とかんずる方向から
　　紙と鉱質インクをつらね
　　　（すべてがわたくしと明滅し
　　　みんなが同時に感ずるもの）
　　　ここまでたもちつづけられた
　　　かげとひかりのひとくさりずつ
　　　そのとおりの心象スケッチです
とある。そこで，賢治の童話もまた，「そのとおりの」〈心象スケッチ〉と考え
てみよう。そこに描き出された世界は，彼の心象表現の強弱に影響しているの
ではないだろうか。
　先に指摘したように，初期の作晶では賢治の〈心象〉表現は強力であり，〈異
空間〉は身近で，一瞬にして行けるところにあった。ところが，いくつかの挫
折を経て，精神的な成長を牟し，逆に賢治の〈心象＞表現は弱くなっていく。
若い頃ほどの〈幻聴〉もなく，そう簡単には〈異空間〉には行けなくなった。
たぶん，〈入眠〉状態になったときや，意識的な行為によってしか＜幻想世界〉
には入りえなかっただろう。作品三八三番「鬼言（幻聴）」’には，そのような
状況が語られているのではないだろうか。
　　　きさまももう
　　　見てならないものをずいぶん見たのだから
　　　眼玉を石で封じられてもいいころだ
〈幻想世界〉に入り難くなった賢治の分身でもある童話の登場人物たちも，〈異
空間〉には簡単には移動できなくなった。
　「銀河鉄遣の夜」初期形の最後で，セロのような声がジョバンニに語りかけ
る。
　　　お前はもう夢の鉄道の中でなしに本当の世界の火やはげしい波の中を大股にまっ
　　すぐ歩いて行かなければならない
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これを「この壮麗といってよい空想幻想を，作品の中で不完全な幻想を否定し
ているJ（境　1975：148）とし，「この稀な幻想を生み出した幻視者は，幻想の
否定を最後に主張しているのである」（境　1975：149）とする意見もある。
　だが，セロのような声は第4次形ではカットされている。賢治は幻想を否定
しようとしたのではなく，幻想に最後まで執着があったのではないだろうか。
この〈異空間〉である〈幻想世界〉は，賢治の理想世界であり，無上道であっ
ただろう。それのみならず，賢治の活力の源泉がそこにあった。
　　わが雲に関心し
　　風に関心あるは
　　ただに観景の故のみにはあらず
　　そは新なる人への力
　　はてしなき力の源なればなり
　ぼくらが〈不完全な幻想第四次〉に移動できるかはわからない。しかし，〈第
四次延長〉を求めて，「そのとおりの心象スケッチ」を読み取らなければなら
ないことは事実だ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1990．8．5）
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